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 エゾリスの会は、１９８６年（昭和６１年）４月

に「エゾリスをはじめとする小動物と人間が楽しく

触れ合える環境づくりと自然教育の場づくりを目

指し」思いを共有する理想に燃えた（？）面々で発

足しました。 

会の継続性を保つべく「会報」の発行を事業計画に

盛り、第１号エゾリスの会報「エゾリス」を同年５

月２０日に出すことがでました。 

 初代会長藤巻裕蔵氏の挨拶に始まり、藤巻会長が

当時畜大の教授を務めていた関係から、強引に畜大

生の伊藤育子さん（現里山プロジェクト責任者）を

会報の編集者に抜擢（無理強いしました）して、女

子学生の新鮮な感覚で発行することができました。 

 伊藤さんが横浜市に就職してからは、私等が編集

を行っていましたが、年とともにマンネリ化に悩ん

でいたころに、伊藤さんが横浜市から帯広市へＵタ

ーンして、編集に参加することになり、紙面も活性

化され一安心。 

 その後、私が一人で編集する期間が訪れ、またも

危機が到来！ 

 一人悩む時期（？）が訪れましたが、２代目の堀

之内会長から「続けることが大事だよ」との言葉受

けて発行を続けていま

したが、私自身の行い

がよいことが幸いし、

救世主が現れました。 

 坂村堅二さん。ＩＣ

レコーダーを例会や活

動日に持参しインタビ

ューを行い紙面づくり

に奮闘しています。９８号から読みやすく、ビジュ

アル的な紙面に驚いたと思いますが、彼の努力の賜

物です。 

 また、紙面に可愛いエゾリスのイラストや四コマ

漫画が載っていますが、裏会員６７号の江渡千恵さ

んが腕をふるっています。 

 このように、２７年間欠かさず発行することがで

きましたのも、その時々に原稿の依頼に快く受けて

いただいた多くの会員の皆様の協力等手作り感覚

で作成できたからと思っています。ほんとうに感謝

申し上げます。 

今後とも会報「エゾリス」の発行のご協力よろし

くお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エゾリスの会は、1986 年に発足した環境系ま

ちづくり団体で、野生小動物と人間とがより良

く共存できる環境づくりを目指し、現在帯広の

森で「里山づくり」、「動植物調査」、「観察会の

実施」などの活動を行っています。 

☆「会報 100号！感謝」    エゾリスの会会長 三日市則昭 

☆全ページカラーです！ これを見ればエゾリスの会がだいたい分かる？かもしれない。 

 

会 報 第 100 号 

 

あの時私は若かった!! モニ 1000 修行の道…何回辿ったことだろう。 
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写真集 エゾリスの会の四季          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

春・・・ 

夏・・・ 

里山 P 発祥の地!! 
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秋・・・ 

冬・・・ 
マドノコで切る!! 

昌子さん手製サンドイッチ 

新年会 

あの時私は若かった!! 
あの時私は若かった!! 

炭焼き!! 
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エゾリスの会、写真集番外編   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エゾリスの巣です!! エゾリスの巣です!! 

タカの食事跡!! 

テーブルを作る!! テーブルに座る!! 影の支配者!! 
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エゾリスの会のこれから、、、  会員、新春座談会で大いに抱負を語る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 トンボやカエルが来る湿地（池）

ビオトープを作りたい。外来種オ

オアワダチソウの群落を減らした

い。 

 

 エゾリスの会を畜大に広めます。 

短時間でも参加しやすい活動とその広報をやり

ます。 

 

 エゾリス１頭をひた

すら追い続ける調査を

したい。 

 

 ちゃんとした写真展・講演会を開催し

たい。PR の場にしたい。 

エゾリスのいる風景写真などを集

めて。 

 

 リスやネズミとコミュ

ニケーションが取れる笛

のようなものをつくりた

い。 

 

 今、手入れしている部分を早く終

わらせ、他の箇所も作業を始めたい。 

 

危険でもあるので、そうゆうも

のは早く取り除きたい。 

 

 面白いことをやりたい。 

カナヘビ探し。 

 

 観察しやすく、（巣箱をかけて

も）生息影響に対して影響の少な

い場所に巣箱をかけて、モニタリ

ング調査をしたい。 

 

 カブトムシ、ウチダザ

リガニなど外来生物を除

去しつつ楽しめることを

したい。 

 

 間伐した樹をホダ木に菌を植え

付けたい。 

キノコをもっと取れるように。 

 

 帯広の森の水辺

の底生動物調査を

やりたい。 

 

 １日かけて帯広市全域のエゾリス

調査の実施。 

冬の動物の足あとをひたすら追い続

けてみたい。 

 

 子どもの来やすい活

動やしくみを。 

 シニア世代の来

やすい活動を 

 

 みんな勝手バラバラだ。まとまりがない

が、今年も楽しみながらもしっかりやりた

いという意気込みは伝わった新年会でし

た。 
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プレイバック！写真で見るエゾリスの会の歴史 

1980 年代―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1990 年代―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑ヶ丘公園樹木調査（1988.1） 

農高にて観察会（1986.8） 

帯広の森に観察小屋（ログハウス）

を建てる（1991.6） 

帯 広 の 森で植樹後記念撮影

（1995.10） 

グリーントーク「森との語らい」開催。 

ゲスト C.W.ニコル氏等（1991.6.） 

会報第１号！ 

90 年代に入ると次第に主な活動場所を帯広の森に移します。講演会開催、ログハウスの建設

などがありました。1991 年より帯広市から「帯広の森内の小動物生息環境調査」を受託し、

森と人間との関係を見つめ続けています。 

木のフェス（1986.９） 

初代会長 藤巻裕蔵さん 

写真集「エゾリスの四季」発行 

（1995.12.） 

野生小動物と人との共存できるまちづくりをという目的からエゾ

リスの会が設立。この頃の活動場所は緑ヶ丘公園が主でした。十

勝管内各所で観察会や調査を実施。初代会長は帯広畜産大学名誉

教授の藤巻裕蔵さん。 
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2000 年代――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏の観察会（1998.８） 

里山プロジェクトでの間伐作業 

エゾリスの会発足 25 周年記念事業 

「阿部永先生、鮫島淳一郎先生と車座談義」

（2012.2） 

十勝環境特別賞受賞（2004.11） 

右、故堀之内清志さん（２代会長） 

左、三日市則昭（現会長） 

モニ 1000 チョウ類調査 

観察会はその後も季節を問わず続けられました。98 年に「里山をつくろうプロ

ジェクト」が始動し、帯広の森での活動は調査だけでなく、間伐や草刈、様々

な森づくりに必要な手入れを行っていきます。それに伴い、お楽しみ♪も増え

てきます。 

冬の観察会（1998.2） 間伐材で炭焼き（199９.10） 

 会の発足から 28 年、エゾリスの会は環境系まちづくり団体として、これからも自然環

境や地域に生息する動植物に敬意を払いながら活動を続けていきます。 

 21 世紀になり、「全国雑木林会議」に会員が毎年参加するなど、里山づくりを学びながら、実践

していく活動が増えていきます。地道な活動が評価され賞もいただきました。 

 2008 年からは日本自然保護協会から「モニタリングサイト 1000（里地調査）」を受託し、森

の成長や動植物の生息状況の変化を 100 年間見つめていこうという無謀？ともいえる取り組みを

始めました。 

第 29 回前田一歩園賞受賞

（2011.10） 
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発行 エゾリスの会（事務局） 

〒080-0027 帯広市西 17条南 3 丁目 6－14   

☎0155-33-4223 

E-mail    mikka-1＠octv.ne.jp   

非公式ブログ http://d.hatena.ne.jp/noken/ 

 

編集後記 
フルカラーの会報はいかがでしたでしょうか？エゾリ

スの会の歴史や未来、四季の活動や雰囲気が白黒の時よ

りもより伝わればいいなと思っています。何か感じるも

のがあったならば、連絡ください。森で一緒に汗をかい

たり、お茶したり、楽しみましょう！（さか） 


